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富士山憲章ニュース 

 

令
和
４
年
５
月
２３
日
（月
）山
梨
県
立
富

士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
北
館
研
修
室
に

お
い
て
、
令
和
４
年
度
富
士
山
憲
章
山
梨
県

推
進
会
議
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

       

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
い
る
富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議

は
、
山
梨
県
と
富
士
北
麓
地
域
の
７
市
町
村

（富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、
忍
野
村
、
山
中

湖
村
、
富
士
河
口
湖
町
、
鳴
沢
村
、
身
延

町
）、
２
つ
の
恩
賜
林
組
合
（富
士
吉
田
市
外

二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
、
鳴
沢
・

富
士
河
口
湖
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
）で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
10
年
に
山
梨
・静

岡
両
県
で
制
定
し
た
「富
士
山
憲
章
」の
普

及
啓
発
や
、
富
士
山
の
環
境
保
全
と
適
正

利
用
を
推
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

年
に
１
度
行
わ
れ
る
幹
事
会
で
は
、
前
年

度
の
活
動
内
容
が
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
「富
士
山
憲
章
」を

知
っ
て
も
ら
い
、
富
士
山
の
保
全
活
動
に
協

力
し
て
も
ら
う
た
め
の
今
年
度
事
業
を
決
定

し
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
も
、
多
く
の
方
々
に
当
セ
ン
タ
ー

の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

 
 
 

 

令
和
３
年
度
も
前
年
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
施
設
の

休
館
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
、
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
2
年
ぶ
り
の

夏
山
開
山
の
中
、
登
山
客
や
観
光
客
の
方
に

「富
士
山
に
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ま
な
い
・捨
て
な

い
・気
づ
い
た
ら
拾
う
」と
い
う
趣
旨
の
も

と
、
呼
び
か
け
や
ゴ
ミ
袋
配
布
と
清
掃
活
動

を
行
う
「富
士
山
美
化
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
参
加
予

定
で
し
た
が
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。 

 

思
う
よ
う
な
環
境
保
全
活
動
が
で
き
な
い

状
況
で
し
た
が
一
部
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
参

加
人
数
の
制
限
な
ど
規
模
を
縮
小
し
、
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

 

富
士
山
の
自
然
を
感
じ
な
が
ら
歴
史
、
文

化
を
学
ぶ
散
策
と
清
掃
活
動
を
行
う
「富

士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」は
７
月
、
10
月
に

開
催
。 

 
 
 

 
 

 

ま
た
、
国
道
清
掃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
富
士

山
麓
古
タ
イ
ヤ
等
不
法
投
棄
防
止
集
中

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
。
国
道
沿
い
に
捨
て
ら

れ
た
ゴ
ミ
の
回
収
、
観
光
客
の
方
々
に
現
状

を
知
っ
て
も
ら
う
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
活

動
も
行
い
ま
し
た
。 

 

年
間
３
回
発
行
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

で
は
「夏
山
登
山
」「冬
山
啓
発
」な
ど
掲
載

し
安
心
・安
全
な
富
士
登
山
を
紹
介
し
ま
し

た
。 

 

「第
１９
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
～
富
士

山
あ
て
年
賀
状
～
」に
は
、
４４
都
道
府
県
か

ら
１
６
４
５
点
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
富
士
山
へ
の
思
い
あ
ふ
れ
る
作
品
の
中
か

ら
、
入
賞
２０
点
は
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
と
も

に
、
入
賞
・入
選
２
０
０
点
は
県
内
外
で
の
巡

回
作
品
展
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

 

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
な
ど
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
一

方
で
制
限
緩
和
の
動
向
も
み
え
て
き
ま
し

た
。
美
し
い
富
士
山
を
末
長
く
後
世
に
引
継

い
で
い
く
た
め
、
富
士
山
憲
章
の
普
及
・定
着

を
図
る
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
富
士
山
の

環
境
保
全
に
向
け
て
、
多
く
の
方
に
積
極
的

に
行
動
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
参
り
ま
す
。 

 
 

 

主
な
事
業
と
し
て
、 

 

ま
ず
、
「富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」は
、

富
士
山
の
溶
岩
が
創
造
し
た
森
を
解
説
を

聞
き
な
が
ら
ま
わ
る
コ
ー
ス
や
、
自
然
に
満

ち
た
道
を
た
ど
り
な
が
ら
富
士
登
山
の
魅
力

を
味
わ
え
る
コ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

次
に
、
「富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
～
富
士
山

あ
て
年
賀
状
～
」に
つ
い
て
は
、
20
回
目
を

迎
え
る
今
年
も
富
士
山
へ
の
愛
に
溢
れ
た
作

品
を
全
国
か
ら
募
集
し
ま
す
。
入
賞
・入
選

２
０
０
点
に
つ
い
て
は
、
県
内
外
各
所
に
て
巡

回
作
品
展
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

富士山エコトレッキング 

令
和
４
年
度 

富
士
山
憲
章 

山
梨
県
推
進
会
議
幹
事
会
の
開
催 

令和4年度幹事会の様子 
 

 

令
和
３
年
度 

活
動
報
告 

巡回作品展の様子 

第19回 

富士山へ謹賀新年 

最優秀賞（小学生の部）

作品 

 
 

令
和
４
年
度 

事
業
内
容 

１ 



  
ま
た
、
富
士
山
及
び
北
麓
地
域
の
美
化
清

掃
を
し
て
く
だ
さ
る
方
等
に
清
掃
用
ゴ
ミ
袋

や
軍
手
、
「富
士
山
環
境
保
全
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。 

 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
富
士
山
の
気
象
・地
形
・

地
質
・動
植
物
・歴
史
・文
化
や
保
全
対
策

な
ど
小
学
校
中
学
年
児
童
か
ら
学
べ
る
内

容
で
す
。 

 

詳
し
く
は
、
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆

様
へ
募
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
富
士
山
の
環
境

保
全
の
た
め
の
費
用
と
し
て
大
切
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

カ
ラ
マ
ツ
か
ら
作
ら
れ
た
募
金
箱
を
次
の

場
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。 

 

・ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

・ 

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所 

・ 

道
の
駅 

富
士
吉
田 

・ 

ふ
じ
や
ま
ビ
ー
ル 

・ 

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

・ 

富
士
湧
水
の
里
水
族
館 

・ 

山
中
湖
観
光
案
内
所 

・ 

山
中
湖
温
泉 

紅
富
士
の
湯 

・ 

山
中
湖 

花
の
都
公
園 

・ 

富
士
河
口
湖
観
光
総
合
案
内
所 

・ 

河
口
湖
自
然
生
活
館 

・ 

道
の
駅 

な
る
さ
わ 

・ 
身
延
町
み
す
き
ふ
れ
あ
い
館 

         

※
一
万
円
以
上
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
、  

 

団
体
に
は
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
す
。 

  

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
富
士
山
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 
 

 

「第
19
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
～
富
士

山
あ
て
年
賀
状
～
」入
賞
・入
選
作
品
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
閉
塞
感
か
ら

人
々
の
願
い
や
祈
り
を
反
映
し
た
富
士
さ
ん

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
44
都
道
府
県
か
ら
数
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
富
士
山
へ
の
愛
に
溢

れ
た
力
作
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

今
後
の
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。 

 

７
月
７
日
（木
）～
７
月
２８
日
（木
） 

 
 

山
中
湖
温
泉 

紅
富
士
の
湯 

８
月
１
日
（月
）～
８
月
３１
日
（水
） 

 
 

山
梨
中
央
銀
行
本
店 

９
月
１
日
（木
）～
９
月
１９
日
（月
・祝
） 

 
 

四
季
の
杜
お
し
の
公
園 

 
 

 
 

 

小
池
邦
夫
絵
手
紙
美
術
館 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〜 

令
和
５
年
１
月
９
日
（月
）ま
で 

 
 

山
梨
県
内
外
で
開
催 

  

な
お
、
開
催
日
程
等
に
変
更
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
Ｈ
Ｐ
に
て
最
新
の
情
報
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
募
集
や
富
士
山

レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展
な
ど
含
め
富
士
山
関
連

情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

  

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
か
ら

は
、
安
全
な
登
山
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
記
事

も
人
気
で
す
。 

 

ま
た
、
富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
背
景
、
植
物
の
分
布
、
美
し
い
景
観
を
守

る
た
め
の
活
動
な
ど
を
写
真
や
図
を
交
え
て

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
「富
士
山
憲

章
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
」は
、
富
士
山
の
自
然
や
動

植
物
、
今
抱
え
て
い
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

自
分
た
ち
で
調
べ
な
が
ら
学
べ
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

  

富
士
山
憲
章
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
は
、
富
士
山

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
「富
士
山
環
境
保
全
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」と
合
わ
せ
、
富
士
山
学
習
等
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

  

（http
s:/

/
w

w
w

.y
am

an
ash

i-

kan
ko

u
.jp

/
v
o
lu

n
teer/

 

） 

富士山環境保全募金箱 

〈オリジナルデザイン〉 

富士山憲章ワークブック 

富士山環境保全ガイドブック 

 

富
士
山
環
境
保
全
募
金
・寄
付
金 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

募
集
の
お
知
ら
せ 

 

第
19
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年 

 
 

～
富
士
山
あ
て
年
賀
状
～ 

 

入
賞
・入
選
作
品
展
の
お
知
ら
せ 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ 

富士山憲章ニュース 

２ 



 

 

 
 

 

一
昨
年
は
、
富
士
山
の
夏
山
登
山
が
不
可

と
な
り
、
昨
年
は
感
染
症
対
策
を
実
施
し
た

う
え
で
の
開
山
と
な
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
登
山
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
3

割
程
に
留
ま
り
ま
し
た
が
、
今
季
は
移
動
制

限
が
な
い
中
で
の
開
山
と
な
る
こ
と
か
ら
登
山

者
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

安
全
で
快
適
な
富
士
登
山
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
今
回
は
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

コ
ロ
ナ
時
代

に
お
け
る
吉
田
ル
ー
ト
か
ら
の
登
山
情
報
、

混
雑
を
回
避
す
る
日
程
や
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

中
心
に
お
話
し
ま
す
。 

 

富
士
登
山
に
関
す
る
最
新
情
報
は
、
富
士

登
山
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。
同
サ
イ
ト
に
は
、
富
士
登
山
に
関
す
る
情

報
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
丁
寧
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

富
士
登
山
は
、
事
前
の
情
報
収
集
や
準
備

を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
、
よ
り
安
全
・
快
適

に
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

安
全
で
快
適
な
登
山
を
楽
し
む
た
め
に
は
、

途
中
で
１
泊
す
る
よ
う
な
ゆ
と
り
あ
る
登
山

計
画
を
立
て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
そ
の

際
、
山
小
屋
は
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
必
ず
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
「富
士
登

山
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」
内
の
「
登
山
を
よ
り

楽
し
む
た
め
に 

▼ 

山
小
屋
情
報
」に
山
小
屋

の
リ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
最
新
の
情
報

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
今
夏
も
各
山
小
屋
は
密
を
回
避
す

る
た
め
に
収
容
人
数
を
例
年
よ
り
も
減
ら
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
個
人
で
の
予
約
が
取

り
づ
ら
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

そ
の
場
合
は
、
登
山
ツ
ア
ー
に
申
し
込
む
の

も
一
つ
の
方
法
で
す
。
宿
泊
、
交
通
の
手
配
だ

け
で
な
く
、
装
備
の
レ
ン
タ
ル
ま
で
含
ま
れ
る

登
山
初
心
者
の
方
向
け
の
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま

す
。
ガ
イ
ド
付
き
プ
ラ
ン
や
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
な

ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
選
択
肢
を

検
討
す
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

富
士
登
山
に
は
、
日
帰
り
登
山
と
い
う
方

法
も
あ
り
ま
す
。
吉
田
ル
ー
ト
の
標
準
登
山

時
間
は
登
り
が
約
６
時
間
、
下
り
が
約
４
時

間
、
休
憩
を
含
め
る
と
合
計
約
１１
時
間
必
要

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
出
発
前
に
、
五
合
目

付
近
の
標
高
で
１
時
間
か
ら
２
時
間
程
度
休

憩
し
、
高
山
病
の
予
防
の
た
め
に
高
度
順
応

す
る
こ
と
を
考
え
る
と
13
時
間
程
度
時
間
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

日
帰
り
登
山
は
ご
自
身
の
体
力
と
相
談
し

た
上
で
の
健
脚
向
け
プ
ラ
ン
と
言
え
ま
す
。 

 

富
士
登
山
が
初
め
て
と
い
う
方
に
は
さ
ら

に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
山
小
屋
で
御
来
光
を
見

る
行
程
が
お
す
す
め
で
す
。 

 

多
く
の
方
は
富
士
山
の
山
頂
か
ら
御
来
光

を
観
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
吉
田
ル
ー
ト
の
山
小
屋
は
ど
こ

か
ら
で
も
き
れ
い
な
御
来
光
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
す
。 

 

山
頂
で
御
来
光
を
迎
え
る
た
め
に
は
、
夜
間

に
並
び
な
が
ら
登
山
す
る
覚
悟
が
必
要
で

す
。
時
間
帯
に
よ
っ
て
七
合
目
付
近
か
ら
山

頂
に
か
け
て
長
い
区
間
に
わ
た
っ
て
混
雑
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
八
合
目
か
ら
頂
上
に

到
着
す
る
ま
で
、
渋
滞
等
に
よ
り
日
中
の
約

２
倍
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
点
、
山
小
屋
で
ゆ
っ
く
り
御
来
光
を
迎
え
、

明
る
く
な
っ
て
か
ら
山
頂
を
目
指
せ
ば
、
足
元

も
よ
く
見
え
、
渋
滞
も
少
な
く
安
全
・快
適

に
富
士
登
山
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

～2022 Ｗｉｔｈ コロナ時代の新たな富士登山～ 

富
士
登
山
の
準
備
・
下
調
べ 

早
朝
発 

日
帰
り
登
山
は
健
脚
向
け 

                         富士山頂から御来光を待つ様子（8月） 

  吉田口登山道 九合目～山頂  

  繁忙期の御来光渋滞（8月） 

 

山
小
屋
か
ら 

       

ゆ
っ
た
り
楽
し
む
御
来
光 
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富
士
山
で
は
週
末
と
祝
日
、
８
月
の
お
盆
に
特

に
登
山
者
が
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

 

カ
レ
ン
ダ
ー
の
「特
に
混
雑
」
す
る
日
に
は
、
御

来
光
前
の
登
山
道
で
は
渋
滞
で
思
う
よ
う
に
進

め
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

混
雑
し
な
い
平
日
に
計
画
を
立
て
る
こ
と
で
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
安
全
に
歩
け
ま
す
。 

 

ど
う
し
て
も
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
日
に
し
か

予
定
が
取
れ
な
い
方
に
は
、
先
ほ
ど
ご
紹
介
し

た
山
小
屋
で
御
来
光
を
見
て
か
ら
山
頂
を
目
指

す
プ
ラ
ン
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

 

混
雑
を
避
け
た
分
散
登
山
に
つ
い
て
は
、
「富

登
山
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」内
の
「
登
山
の
前
に

必
ず
知
っ
て
お
く
こ
と 
▼ 

登
山
行
程
」で
、
解

説
動
画
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

 
 

  
 

 

 

富
士
登
山
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
屋
外
で
の

運
動
に
な
り
ま
す
。
マ
ス
ク
な
ど
を
常
時
装
着

し
て
い
る
と
息
苦
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
酸
素
の

薄
い
高
所
で
は
十
分
な
呼
吸
が
で
き
ず
高
山
病

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
歩
行
時
は
、
周
囲
の

人
と
の
距
離
を
確
保
し
て
マ
ス
ク
を
外
し
、
家
族

な
ど
身
近
な
同
行
者
以
外
の
人
と
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
休
憩

ポ
イ
ン
ト
や
山
小
屋
前
等
、
人
と
の
距
離
が
縮

ま
り
や
す
い
場
所
で
は
、
マ
ス
ク
や
手
ぬ
ぐ
い
、

ネ
ッ
ク
ゲ
ー
タ
ー
な
ど
で
口
元
を
覆
う
な
ど
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
マ
ス
ク
は
、
晴
天
時
の
下
山
道
の
砂
ぼ

こ
り
対
策
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
予
備
も
持
参

し
ま
し
ょ
う
。 

※
山
小
屋
到
着
後
は
各
山
小
屋
の
指
示
に
従
っ

て
下
さ
い
。 

 

環
境
省
や
山
梨
・静
岡
両
県
ほ
か
、
富
士
山
に

関
係
す
る
各
種
団
体
に
よ
る
「富
士
山
に
お
け

る
適
正
利
用
推
進
協
議
会
」で
は
、
富
士
山
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
に
努
め
る
た
め
、
「With

コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い

富
士
登
山
マ
ナ
ー
」を
発
表
し
て
い
ま
す
。
左
下

に
記
載
の
検
索
ワ
ー
ド
か
ら
事
前
に
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。 

   
 
 

 
 

 

 

富
士
登
山
は
、
標
高
３
０
０
０
m
を
遥
か
に

超
え
て
い
く
登
山
で
す
。
夏
山
と
は
言
え
、
荒
天

時
は
と
て
も
厳
し
い
山
に
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
の
体
調
を
よ
く
考
え
つ
つ

決
し
て
無
理
を
し
な
い
こ
と
は
、
登
山
の
大
前
提

で
す
。
ま
た
、
登
山
は
登
頂
し
て
終
わ
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
特
に
富
士
山
の
場
合
は
、
長
く
単

調
で
、
細
か
い
溶
岩
で
足
元
が
滑
り
や
す
い
下

山
道
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。
必
ず
下
山
の
気

力
と
体
力
を
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
体
力
配

分
は
「
上
り
４
、
下
り
６
」の
心
づ
も
り
で
い
て
く

だ
さ
い
。 

 

ご
自
身
の
体
力
等
と
相
談
し
な
が
ら

不
測
の
事
態
に
も
対
応
で
き
る
ゆ
と
り

を
持
っ
た
計
画
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

そ
し
て
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
登
山

道
を
巡
回
し
て
い
る
と
、
ソ
ー
ル
が
剝
れ

て
し
ま
っ
た
方
に
毎
年
遭
遇
し
ま
す
。 

 

靴
底
が
は
が
れ
た
場
合
は
、
靴
の
上
か

ら
靴
下
を
履
く
、
ヒ
モ
、
結
束
バ
ン
ド
で

縛
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
よ
う
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
出

発
前
に
必
ず
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
古
い
靴
の
場
合
は
、
靴
底
が
劣
化
し

て
は
が
れ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

登
山
靴
に
限

ら
ず
、
今
年
は
久
々
に
登
山
に
行
か
れ
る

と
い
う
方
は
、
事
前
に
装
備
品
の
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
か
ら
行
き
ま
し
ょ
う
。 

富士登山オフィシャルサイト 

 http://www.fujisan-climb.jp 

登
山
中
の
感
染
症
対
策 

（富士山混雑情報カレンダー） 

 

混
雑
を
回
避
し
て 

 
 

 
 

快
適
な
富
士
登
山 

富
士
登
山
の
心
構
え 

（ソ
ー
ル
の
剝
れ
た
登
山
靴
の
応
急
措
置
） 

４ 



 

富
士
五
湖
消
防
本
部
に
て
上
級
救
命
法
を

受
講
し
ま
し
た
。
毎
年
冬
に
開
催
さ
れ
る
こ
の

講
習
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
に
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
４
月
22
日
（金
）に
約
２
年
半
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
っ
た
救
急
隊
員
の

方
々
が
講
師
と
な
り
、
は
じ
め
に
座
学
に
て
応

急
手
当
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
そ
の
後
、
A

E

D
を
使
用
し
て
の
心
肺
蘇
生
の
実
技
、
毛

布
や
椅
子
な
ど
を
使
っ
た
傷
病
者
の
搬
送
法
、

三
角
巾
を
使
っ
た
応
急
手
当
の
方
法
な
ど
を

実
習
し
ま
し
た
。 

            
 

   

自
然
保
護
が
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
主
な
業
務
で
は

あ
り
ま
す
が
、
巡
回
中
に
人
助
け
が
必
要
な

場
面
に
遭
遇
し
た
際
に
は
、
少
し
で
も
役
に
立

て
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

       

 

５
月
12
日
（木
）、
富
士
吉
田
合
同
庁
舎
に

て
山
梨
県
世
界
遺
産
富
士
山
課
の
主
催
で
行

わ
れ
た
、
富
士
山
五
合
目
勤
務
者
研
修
会
に

参
加
し
ま
し
た
。 

 

富
士
山
の
安
全
対
策
、
登
下
山
道
パ
ト
ロ
ー

ル
や
維
持
管
理
、
安
全
誘
導
員
及
び
巡
回
指

導
、
富
士
山
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
、
富
士
山
保
全
協

力
金
、
救
護
所
及
び
救
護
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
感

染
症
対
策
及
び
緊
急
時
の
対
応
、
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
海
外
か
ら
の
来
客
対

応
、
世
界
遺
産
と
し
て
の
富
士
山
な
ど
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
か
ら
説
明
が
あ
り
、
情
報

を
共
有
し
ま
し
た
。
レ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
は
富
士

山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
富
士
山
開
山
期
の
活
動
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。 

 
 

環
境
省
の
グ
リ
ー
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
事
業

が
今
年
度
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
国
立
公
園
な

ど
、
自
然
環
境
の
す
ぐ
れ
た
地
域
に
お
い
て
、

地
元
の
住
民
団
体
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
を

推
進
す
る
事
業
で
、
５
月
27
日
か
ら
６
月
５

日
の
間
、
山
中
湖
の
石
割
山
の
登
山
道
補
修
の

作
業
が
あ
り
ま
し
た
。
石
割
山
は
レ
ン
ジ
ャ
ー

も
登
山
巡
回
を
す
る
こ
と
が
多
い
場
所
で
、
こ

こ
何
年
か
登
山
道
の
荒
廃
が
進
ん
で
お
り
非

常
に
歩
き
に
く
く
ま
た
危
険
な
こ
と
が
、
と
て

も
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

レ
ン
ジ
ャ
ー
は
６
月
１
日
（水
）に
、
補
修
作

業
現
場
の
近
く
で
東
海
自
然
歩
道
の
定
期
点

検
の
業
務
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
点
検
前
に
立

ち
寄
り
、
１
時
間
ほ
ど
視
察
と
作
業
の
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。
今
回
の
補
修
作
業
は
「近
自
然

工
法
」と
呼
ば
れ
る
工
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
然
界
の
構
造
を
施
工
に
取
り
入
れ
、
自
然

の
作
用
（浸
食
、
運
搬
、
堆
積
）を
利
用
す
る

方
法
で
す
。
そ
の
施
工
を
行
う
こ
と
で
い
ず
れ

は
生
態
系
が
復
元
し
、
復
元
し
た
植
物
に
よ

り
土
壌
が
安
定
し
、
結
果
的
に
長
持
ち
す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。 

 

６
月
12
日
（日
）、
東
京
都
台
東
区
の
モ
ン
ベ

ル
御
徒
町
店
に
て
、
富
士
登
山
講
習
を
行
い

ま
し
た
。
約
３
週
間
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展
の

最
終
日
で
も
あ
り
、
写
真
展
を
た
ま
た
ま
見

に
来
店
さ
れ
た
り
、
前
も
っ
て
電
話
で
予
約
を

さ
れ
た
方
な
ど
18
名
ほ
ど
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
が
登
山
の
初
心
者
で
一
度
は
富

士
山
に
登
っ
て
み
た
い
が
、
ど
う
し
た
ら
良
い
の

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
不
安
を
お
持
ち
で
し

た
。
登
山
の
日
程
、
登
山
道
の
様
子
、
装
備
、

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
の

経
験
か
ら
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

２
０
２
２
年
３
月
～
２
０
２
２
年
６
月 

  

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
報
告 

AED実技＠富士五湖消防本部 

登山道補修作業＠石割山 

  

上
級
救
命
講
習
会 

 

石
割
山
登
山
道
補
修
作
業
の
協
力 

  

五
合
目
勤
務
者
研
修 

五合目勤務者研修＠富士吉田合同庁舎 

 

富
士
登
山
講
習
＠
モ
ン
ベ
ル
御
徒
町
店 

「富士山登頂の秘訣」＠モンベル御徒町 

５ 



 

国
立
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
保
護
地

域
で
は
、
そ
の
地
域
を
訪
れ
る
来
訪
者
に
対
し

て
資
源
管
理
や
施
設
管
理
の
た
め
に
必
要
な

費
用
の
一
部
を
求
め
る
動
き
が
近
年
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
背
景
と
し
て
は
、
行
政
の
予

算
の
み
で
の
管
理
運
営
が
困
難
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
が
主
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま

す
。 

特
に
、
協
力
金
制
度
は
導
入
に
際
し
て

条
例
等
が
必
要
な
く
、
比
較
的
導
入
が
し
や

す
い
た
め
、
全
国
の
自
然
保
護
地
域
で
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

富
士
山
で
は
、
２
０
１
４
年
か
ら
富
士
山
保

全
協
力
金
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
富

士
山
の
環
境
保
全
や
登
山
者
の
安
全
対
策
等

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
五
合
目
か
ら
先
に

立
ち
入
る
来
訪
者
に
１
人
１
０
０
０
円
を
任
意

で
徴
収
し
て
い
ま
す
。 

 

で
は
、
徴
収
さ
れ
た
協
力
金
は
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
徴
収

率
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
国
内
の
代
表
例
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
富
士

山
保
全
協
力
金
を
例
に
説
明
し
ま
す
。 

徴
収
さ
れ
た
協
力
金
は
、
主
に
富
士
山
の

環
境
保
全
、
登
山
者
の
安
全
管
理
・サ
ポ
ー
ト

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
度
の

山
梨
県
側
の
協
力
金
の
主
な
使
途
は
、
徴
収

さ
れ
た
金
額
の
65
％
が
登
山
者
へ
の
安
全
対

策(

救
護
所
の
運
営
経
費
な
ど)

、
14
％
が
環

境
保
全(

外
来
植
物
の
侵
入
防
止
対
策
、
ご
み

の
持
ち
帰
り
マ
ナ
ー
周
知)

、
21
％
が
協
力
金

を
集
め
る
経
費(

人
件
費
な
ど)

に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。 

徴
収
率
は
、
年
度
に
よ
り
変
動
し
て
い
ま

す
。
当
初
、
協
力
金
の
認
知
度
が
周
知
さ
れ
れ

ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
徴
収
率
が
上
が
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
５
割
～

７
割
を
推
移
し
て
い
ま
す
。
要
因
の
１
つ
と
し

て
、
天
気
が
悪
い
日
が
多
い
年
は
、
そ
の
年
の
協

力
金
の
協
力
率
が
下
が
る
傾
向
が
あ
る
よ
う

で
す
。
ザ
ッ
ク
に
防
水
カ
バ
ー
を
付
け
た
り
、
レ

イ
ン
ウ
ェ
ア
を
着
て
い
る
と
財
布
を
出
し
に
く

い
こ
と
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

  

 
 

 

風向き 

 
 

こ
れ
ま
で
、
国
立
公
園
を
含
む
自
然
保
護

地
域
の
管
理
・利
用
に
関
す
る
研
究
を
大
学
院

で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
研
究
を
進
め
て
行
く
中

で
、
実
際
に
現
場
か
ら
学
ん
で
い
く
こ
と
の
必

要
性
を
感
じ
、
大
学
院
を
休
学
し
て
富
士
山

レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
愛

さ
れ
る
富
士
山
を
目
指
し
て
、
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

協
力
金
の
課
題 

(全国の国立公園で導入されている 

主な協力金制度一覧) 

出典：NHK NEWS おはよう日本 北アルプスに 

   登れなくなる！？ワンコインで登山道 

   整備に貢献 

協力金の徴収率 

  静岡県 山梨県 

H27 46.7% 52.9% 

H28 51.5% 64.5% 

H29 48.2% 56.9% 

H30 ※ 58.6% 

R1 67.4% 67.2% 

(※富士宮登山口の赤外線カウン

ターの故障により計測不能) 

新
任
レ
ン
ジ
ャ
ー
紹
介 

(富士山での協力金徴収の様子。協力

金を支払うと記念品をもらうことが

できる。年度によって記念品の種類

が異なるので毎年、協力に来る人も

いるそうだ！) 

福島 雅之 ブロッシュ ドナルド ミツル 

 

「
人
」
と
「
自
然
」
に
区
別
は
な
い
。
し
か

し
、
「
人
」
は
「
自
然
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
一

部
に
す
ぎ
な
い
。
「
自
然
」
を
見
つ
め
る
と
、
自

分
が
見
え
る
。
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
を
通

し
て
、
自
然
を
見
つ
め
続
け
、
自
然
の
驚
異
と
奇

跡
を
体
験
し
、
自
分
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で

き
、
「
自
然
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

There is no separation between man and na-
ture.  Although, man is also just a part of the 
process called “nature.”  When I look out into 
the wild, I see myself.  Through my work as a 
National Park Ranger, I will continue to look out 
to experience all the wonders and miracles of 
the natural world, and through this, I hope to 
learn much more about myself and contribute 
to the natural process. 

お気に入りの風景@高指山 

協
力
金
は
先
述
し
た
通
り
、
日
本
各
地
で

導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
課
題

も
い
く
つ
か
存
在
し
ま
す
。
主
な
課
題
と
し
て

制
度
の
弱
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
富
士
山
で

の
徴
収
率
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
徴
収
率
が

想
定
よ
り
下
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
安

定
し
た
徴
収
率
に
届
か
な
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
日
本
各

地
で
様
々
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
大
山
隠
岐
国
立
公
園
で
は
、
定
額

支
払
制
度(

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
仕
組

み)

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
妙
高
山

で
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用
い
た
電
子
決
済
で
の

支
払
い
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
、
も
し
富
士
山
を
は
じ
め
と
す
る

自
然
保
護
地
域
に
出
か
け
ら
れ
る
際
は
、
協

力
金
制
度
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い

で
す
。 

日本の協力金制度 

６ 



 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、
七

月
二
十
八
日
（木
）か
ら
九
月
二
十
六
日

（月
）ま
で
本
年
度
第
１
回
の
企
画
展

「富
士
の
神
事
・芸
能
と
病
」を
開
催
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
実
施
し
た

調
査
活
動
の
一
端
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。 

 
 

 
<

十
二
ヶ
岳
の
信
仰
を
探
る>

 

 

御
坂
山
地
の
十
二
ヶ
岳
周
辺
は
か
つ
て

「富
士
山
の
根
場

ね

ん

ば

」と
い
わ
れ
、
役
行
者

伝
説
も
残
る
、
修
験
系
の
信
仰
拠
点
と

し
て
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

十
二
ヶ
岳
に
伝
わ
る
信
仰
を
調
査
す
べ

く
、
去
る
六
月
十
六
日
（木
）、
富
士

山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
協
力
の
も
と
十
二
ヶ
岳

に
登
り
ま
し
た
（写
真
１
）。
頂
上
付
近

に
は
岩
場
も
多
く
、
こ
こ
が
富
士
山
で
の

修
行
に
臨
む
修
験
（山
伏
）の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
場
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
示
す

通
り
の
険
し
さ
で
し
た
。
苦
労
し
て
到
達

し
た
山
頂
に
は
、
二
つ
の
祠
が
あ
り
ま
し

た
。
溶
岩
製
の
祠
は
旧
西
湖
村
分
（旧
八

代
郡
）、
木
造
の
祠
は
旧
大
石
村
分
（旧

都
留
郡
）と
考
え
ら
れ
ま
す
（写
真
２
）。

ど
ち
ら
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
お
り
、
現

在
ま
で
信
仰
が
続
い
て
い
る
様
子
が
確

認
で
き
ま
し
た 

。 

 
 
 
<

流
行
病
と
法
養>

 

 

十
二
ヶ
岳
の
近
隣
に
あ
る
権
現
山
（足

和
田
山
）も
か
つ
て
は
修
験
の
拠
点
で
し

た
。
十
二
ヶ
岳
や
権
現
山
に
は
「ホ
ウ
エ

ン
」（法
役
、
法
印
＝
修
験
）
が
二
派
に
分

か
れ
て
争
い
多
く
の
死
者
が
出
た
と
い
う

伝
承
が
存
在
し
ま
す
。 

 

こ
の
伝
承
は
、
現
在
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
示
す
の
が
、
富
士

河
口
湖
町
の
長
浜
で
毎
年
六
月
初
旬
に

執
り
行
わ
れ
る
「ホ
ウ
エ
ン
サ
マ
」で
す
。

こ
の
行
事
は
、
昭
和
初
年
（一
九
二
〇
年

代
末
）に
長
浜
を
襲
っ
た
腸
チ
フ
ス
・赤

痢
の
流
行
に
起
源
を
も
つ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
困
っ
た
村
人
が
占
っ
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
流
行
病
は
争
い
で
死
ん
だ
無
縁

仏
の
祟
り
だ
と
い
う
結
果
が
出
た
た
め
、

権
現
山
に
供
養
塔
を
建
立
し
法
要
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
つ
ま

り
、
「ホ
ウ
エ
ン
サ
マ
」は
、
富
士
北
面
の

修
験
の
信
仰
が
流
行
病
を
契
機
に
形
を

変
え
て
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
も
の
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。 

 

今
年
の
「ホ
ウ
エ
ン
サ
マ
」は
六
月
五
日

（日
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。
権
現
山
（足
和

田
山
）に
あ
る
供
養
塔
の
前
に
地
元
の
貴

船
神
社
の
氏
子
が
集
ま
り
、
東
光
寺
の

住
職
が
供
養
の
お
経
を
あ
げ
、
御
札
が

配
布
さ
れ
ま
し
た
（写
真
３
）。 

 

十
二
ヶ
岳
の
信
仰
や
「ホ
ウ
エ
ン
サ
マ
」

の
行
事
は
企
画
展
で
紹
介
す
る
予
定
で

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 令和４年度 第１回企画展 「富士の神事・芸能と病」 

◇会  期   2022年7月28日(木)～9月26日(月) 

◇会  場   富士山世界遺産センター南館  

          富士山ステーション 

◇内  容   湯立・獅子神楽・六斎念仏など富士山の北面に伝る  

          民俗芸能や神事を取り上げ、それらに込められた病 

                  気平癒への祈りを紹介します。 

◇観 覧  料   無 料 

 写真3 長浜の「ホウエンサマ」 

 写真2 十二ヶ岳山頂の二つの祠 

  写真1 十二ヶ岳の調査（「御行堂」（役行者堂）跡カ） 

富士山世界遺産センターだより19号 

７ 



富士山世界遺産センターだより19号 
■
山
梨
県
立 

 
 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

南
館
展
示
紹
介
２  

  
前
号
で
は
全
体
像
と
し
て
南
館
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今

回
は
、
現
物
展
示
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
パ
ネ
ル
を
少
し
詳
し

く
紹
介
し
ま
す
。 

●
 

「行
衣

ぎ
ょ
う
え

」 

 

御
山

お

や

ま

（富
士
山
）へ
の
登
山
は
修
行
で
あ
り
、
「浄
土
」（
仏
の

住
む
世
界
）と
考
え
ら
れ
て
い
た
山
頂
へ
の
旅
で
も
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
死
へ
の
旅
立
ち
と
同
じ
よ
う
な
白
い
帷
子

か
た
び
ら

（行
衣
）を

身
に
着
け
ま
し
た
。  

 

行
衣
は
晒

さ
ら
し

木
綿
の
単
衣
で
、
死
装
束
と
同
様
に
左
前
を
合

わ
せ
、
帯
や
頭
の
か
ぶ
り
も
の
も
結
び
目
を
縦
結
び
と
し
た
。

腰
に
下
げ
た
鈴
を
鳴
ら
し
、
掛
け
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
ゆ
っ
く
り
と
頂
上
を
め
ざ
し
ま
し
た
。 

   
 

 
 

 
 

 

●
 

「女
神
像
の
変
容
」 

  
 

 

静
岡
県
裾
野
市
の
茶
畑
浅
間
神
社
に
は
、
十
～
十
一
世

紀
に
造
ら
れ
た
浅
間
神
像
二
体
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
と

も
に
四
面
の
顔
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
全
て
女
神
で
す
。 

  

忍
野
八
海
に
ほ
ど
近
い
忍
野
村
の
忍
草
浅
間
神
社
の
女

神
像
は
一
面
の
神
と
し
て
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
体
の
男

神
像
が
付
随
し
て
お
り
、
一
三
一
五
年
に
造
ら
れ
ま
し

た
。
三
〇
〇
年
の
間
に
浅
間
神
の
表
現
方
法
も
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。 

 
 

●
 

「江
戸
の
富
士
の
山
開
き
」 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

～
江
戸
と
そ
の
周
辺
の
富
士
～ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

十
八
世
紀
な
か
ば
に
な
る
と
、
江
戸
や
そ
の
周
辺
を
拠

点
と
す
る
富
士
講
は
、
富
士
山
を
模
し
た
塚
「富
士
塚
」

を
築
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

  
 
 

    

行衣 

    浅間神
あさまのかみ

 女神像 

下谷
し た や

坂本富士（台東区下谷） 

女神と大日如来の習合 

江戸（東京）とその周辺の富士塚 

下谷坂本富士の開山祭 
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富士山憲章（行動規範） 

一 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

一 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

一 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

               平成10年11月18日 山梨県・静岡県 

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための

行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民

的な規模で保全運動の展開を図っていくことを目的としています。 

■編集・発行 富士山ボランティアセンター 

            （富士山憲章山梨県推進会議） 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

（富士山世界遺産センター北館内） 
TEL: 0555-20-9229  FAX: 0555-72-4114 

E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

本誌のバックナンバーは下記よりダウンロードできます。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/
newsletter/index.html 

富士山環境保全関連イベントのメールマガジンを希望す
る方は、「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなし
メールマガジン」の会員登録画面より登録してください。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/mailmagazine/
index.html  

富士山美化啓発キャンペーンボランティア大募集!! 

富士山レンジャー写真展 2022 

山梨県富士山レンジャーの視点で撮影した美しい風景や植物、富士山が抱えている問題など紹介しています。 

巡回中に撮られた写真から富士山の環境保全について考えるきっかけとなれば幸いです。ぜひご覧ください。 

巡回展の日程など詳細はこちらのHPから→ 

 登山シーズンを迎え、登山者や観光客にゴミの持ち帰りを呼びかけるとともに、環境保全のための

清掃活動を行うボランティアを募集します。皆様のご参加、お待ちしております。 

実施期間：8月10日(水)～14日(日) ※期間中は何日でも参加できます。 

        9時集合～11時30分解散予定 

活動場所：富士山パーキング(富士吉田市上吉田字剣丸尾5597-84) 

集合場所：富士山ボランティアセンター(南都留郡富士河口湖町船津6663-1) 

       (山梨県立富士山世界遺産センター北館内) 

募集人数：各日10名程度 

持ち物等：帽子、飲み物、カッパ、動きやすい服装等 

募集締切：8月4日(木) 午後5時まで 

※野外での活動です。マスク着用の上、 

 各自感染症対策および熱中症対策もお願いします。 

 

～ i n f o r m a t i o n ～ 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/topics/fujisan-bikakeihatsu-cp.html 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/topics/fujisanranger-photoexhibition.html 

詳細はこちらのHPをご覧ください。 


